
FRONT  FORK

オーナーズマニュアル

正立 AH1φ43 / H49φ49



HYPERPRO  FRONT  FORK MANUAL 
 

 

  
 

■　お 客 様 へ
このたびは本製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい組み付け方法と注意事項について説明してあります。性能を十分発揮し、なおか
つ安全にお使いいただくために本書をよくお読みいただき、内容をご理解のうえ、取り付け・ご使用を
していただきますようお願い申し上げます。
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方(販売店・整備業者)が組み
付けることを前提としております。それ以外の方が組み付けを行うと知識不足・技能不足のため、トラ
ブル・機械破損等の原因となる恐れがありますので、二輪販売店にて組み付けを依頼し、実施してくだ
さい。なお本書は、本製品の取り付けに際して取り外した部品と一緒に保管してください。またオート
バイを譲渡される場合には、この説明書・保証書もお渡しください。
本製品をお買い上げ時には保証書に必要事項をご記入のうえ、販売店印・お買い上げ日を確認してくだ
さい。未記入等がある場合には保障出来ない場合もございます（有償保証または保証期間の短縮等 ）

■　販売店様へ
本製品の商品説明および取り扱い上の注意事項を、お客様に十分ご説明いただくようにお願い申し上げ
ます。
本書および本製品の組み付けに際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。
必ず保証書に必要事項をご記入・捺印のうえ、お客様にお渡しください。

■　内容物の確認
ショックアブソーバーを取り付けされる前に、説明書の構成品リストと照らし合わせ、全て物がそろっ
ていることを確認してください。万が一、不足部品がある場合には、販売店又は弊社までご連絡くださ
い。

■　アフターサービス
○　HYPERPROフロントフォークは全て分解が可能で、オーバーホール・修理及び仕様変更などのモディ

ファイが可能となっています。
1）製品の性能をより長く発揮・維持させるために、定期的なオーバーホールをお勧めします。
 ●　使用距離/20000km又は2年ごと(推奨）
 ●　オイル交換・作動点検/10000kmごと（推奨）

○　基本オーバーホール表（1台分）

種　類

オーバーホール

税込価格(税抜）

\50,000
作業工賃/各パーツ洗浄/オイル/基本消耗部品（オイル

シール・ダストシール・スライドメタルリングetc)など

作業工賃/各パーツ洗浄・点検/オイルなど

交　換　内　容 備　考

通常交換部品以外の交換は、別途部品代・工賃が必要な

場合があります。※オーバーホール時の仕様変更は部品

代金のみでお受けいたします。オイル交換 \30,000



 
 

マニュアル 目次

 
基本取り付け説明 

 

 

項目 ページ 
M1 機構名称説明 1
M2  2
M3 

突き出し調整

 2
M4 

スプリングプリロード調整

 油面調整

 
 

オートバイのセットアップ  
 項目 ページ 

S1 車両メンテナンス、初期点検項目 4
S2 静止サグ測定と調整とスプリングプリロード調整 5-6
S3 サスペンションダンピング調整 7-10
S4 その他注意事項  11

※安全に関する注意事項 
●「警告!」マーク

警告指示を怠った場合、深刻な又は致命的な損傷に至ることがあります。 
●「注意!」マーク

この指示は、手順に関する重要点についての情報を示しています。 

 

 

! 
このオーナーズマニュアルを熟読し、取り付け手順を十分に 理解した上で取り付けを開始してください。  
正しい取り付け方法についてのご質問は、弊社もしくはご購入店までお問い合わせください。  

 

警告! 
他車種などにフロントフォークを装着すると 、オートバイの安定性に影響をおよぼします。  
弊社では 、フロントフォークの不適切な装着や 、取り付けやメンテナンスの指示に正し く従わなかった場合に

起きたフロントフォーク 、オートバイ、 又は人的損傷に関する責任 を負いかねます。  
同様に、当マニュアルに従わなかった場合も、保証はいたしかね ます。  

注意! 

注意

*各車種専用の取り付け説明書が同封されている場合は、そちらも参照してください。

2
M5 
M6 

リバウンド(伸側）減衰調整

コンプレッション（圧側)減衰調整

3
3
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取り付けに関しては、車種専用の取り付け説明書を熟読した上で取り付けを行なってください。



注注意！

調整機能の詳しい説明については、「オートバイのセットアップ/P4～」の項を確認ください。

1
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スプリングプリロード
アジャスター

リバウンドアジャスター

ハイスピードストローク
コンプレッション
アジャスター

ロースピードストローク
コンプレッション
アジャスター

インナーチューブ

アウターチューブ

ＦＯＯＴ

トップキャップ

F
A
D
-
0
0
8
0
0

ロッド番号

M1： 機構名称説明



 
M2： 突き出し調整

フロントフォークを装着し、突き出し量を調整します。
トップブリッジ上面からインナーチューブ上端までを測定し装着します。

M3： ス

M4： 油

プリ
半回
総調

トッ
イン
にて

注意：

注意：
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注意：

各車種ごとに設定されていますので、初期推奨設定は車種専用マニュアルのDATEを参照ください。

各車種

各車
プリングプリロード調整

面調整

ロードをかける場合には時計回り、抜く場合には反時計回りにアジャストします
転ごとにクリックがあり、0.5mmの調整範囲となります。
整幅は、15mmです。

プキャップ
ナーチュー
、インナー

故障の原因

走行に影響

必ず左右を同量に調整してください。

かける 抜く

スプリングプリロード
ー

ごとに設定されていますので、初期推奨設定は車種専用マニュアルのDATEを参照ください。

種ごとに設定
アジャスタ
を外し、プリロードカラーやスプリングを取り外しま
ブ最圧縮時（コンプレッション調整を最強にし、カー
チューブ上面から測定します。

となりますので、無理やり回さないでください。

する重要な部分です。左右の油面は同量にし、5mm単

油面測定箇所

されていますので、初期推奨設定は車種専用マニュアルの
2 

す。
トリッジロッドを伸ばした状態）

位にて調整してください。

DATEを参照ください。



M5： リバウンド(伸側）減衰調整

総クリック数：30又は40クリック※1
伸びる際のストロークスピードを調整します。
時計回りで減衰が強くなり、反時計回りで弱くなります。
各車種ごとに設定されていますので、初期推奨設定は車種専用マニュアルのDATAを参照ください。

時計回りで減衰が強くなり、反時計回りで弱くなります。

3 

M6： コンプレッション（圧側）減衰調整

調整範囲：最強より30クリック戻し
縮む際のストロークスピードを調整します。
セッテイングシチュエーションにあわせてハイ・ローを調整します。

各車種ごとに設定されていますので、初期推奨設定は車種専用マニュアルのDATAを参照ください。
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注意：最強・最弱付近での走行の際は十分に注意してください。
注意：左右のクリック数は同じに設定し、走行前には必ず確認してください。

注意：最強・最弱付近での走行の際は十分に注意してください。
注意：左右のクリック数は同じに設定し、走行前には必ず確認してください。

ロー側

ハイ側

リバウンド
アジャスター 強く 弱く

※1
ロッド番号　FAD-01090までは　30クリック
ロッド番号　FAD-01100以降は　40クリック
ロッド番号位置はP1:機能名称説明を参照



 
 

 

オオートバイのセットアップ 
 
S 1: 車両メンテナンス、初期点検項目 
 
1. サスペンションセッティングを行う前に、以下の手順に従って全て正常に作動するかどうか点検をしてください。

詳細や設定は、メーカー発行のサービスマニュアルを参照してください。ハンドリングの問題は、間違ったサスペ

ンションセッティングだけが原因ではありません。オートバイの他の状態が悪ければ、サスペンションセッティング

をしても意味がありません。 
2. タイヤを点検します。 

タイヤの空気圧は様々なハンドリングの問題を起こします。良いハンドリングを保つため、定期的に点検をしまし

ょう。タイヤの異常な摩耗、損傷、空気の漏れ、溝の深さなどを確認してください。タイヤが摩耗限度を超えたり、

損傷がある場合は、交換してください。 

3. フロントサスペンションを点検します。 
平坦な場所でオートバイを安定させ、フロントホイールを地面から浮かせます。フロントサスペンションに荷重が

かからないようにします。 
まず、アクスルシャフト付近でフォークを握ります。フォークを前後に動かした際ステアリングヘッドとフォークにガ

タがあってはいけません。また、フォークにガタがあったとしても、インナーチューブとアウターチューブの間でわ

ずかな遊びでなければなりません。もし遊びがあれば、フォークブッシュが摩耗している可能性がありますので、

フォークを点検・オーバーホールする必要があります。 
ステアリングステムは、ステムナットを締め込むことで遊びを調整することが出来ます。きつく締めるとステアリン

グが重くなります。ステアリングステムをきつく締めても遊びがある場合は、ステムベアリングが摩耗している可能

性がありますので点検・交換してください。 
次にハンドルを左右に切り確認します。スムーズに動かず、または引っかかる感じがある場合は、ステムベアリン

グを点検・交換してください。  
フォークのシールからオイル漏れがないかも点検してください。 

4. リアサスペンションを点検します。 
平坦な場所でオートバイを安定させ、リアホイールを地面から浮かせます。スイングアームを支持しているスタ

ンドは使用しないでください。 
スイングアームを左右に振ってみてください。もし、ガタがある場合は、スイングアームのベアリングを点検・交換

してください。 
スイングアームを上下に振って、スイングアーム、フレームとショックベアリングにガタがないか点検してください。

ガタがある場合は、スイングアームベアリング、又はショックベアリングが摩耗している可能性がありますので交

換してください。 
5. チェーンを点検します。 

チェーンの遊びが正しく調整されているか点検してください。 
必要であれば、チェーンの清掃、注油を行ってください。オートバイに乗った直後、チェーンが温まっている時に

注油すると、オイルが大変浸透しやすいです。  
知識：雨天時に乗車した後は、オイルが雨で流されていますので、注油をするようにしましょう。 
ホイールとスプロケットが正しく一直線上になっていることを点検します。チェーンのたるみを調整した際にリアホ

イールのアライメントを出すために、スイングアームには通常、目盛りがついています。 
チェーンのリンクに損傷や摩耗が見られる、スムーズに動かない、又はスプロケットが摩耗している場合は、チ

ェーンとスプロケットを交換してください。 
6. ホイールを点検します。 

まずホイールを回転させます。ホイールがスムーズに回転しない、もしくは引きずりが大きい場合は、ブレーキが

引きずっていないか点検してください。 
ホイールが取り付けられている状態でガタがある場合、ベアリングが摩耗している可能性があります。必要であ

れば交換してください。それでもライディング中に振動がある場合は、ホイールのバランスを点検してください。 
7. アライメントを点検します。 

アライメントが適切でないと、オートバイが左右どちらかに切れ込んでいく傾向が見られます。また、事故などでフ

レーム・フォーク･ステムなどが曲がってしまっている可能性がある場合も、同じ症状が見られます。 
注意! 

サスペンションセッティングを行う前に上記項目を必ず点検・整備してください。 

4 

※タイヤの種類やサイズを変更された場合は、仕様を大幅に変更しなければならない事があります。
   再セッテイングを行なっても不具合を感じる際には弊社にご相談ください。
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S 2: 静止サグ測定とスプリングプリロード調整 
 
1. 正立フロントフォークの場合： 
 
 

ロワーフォーククランプとダストシール上端とのフォーク長を測定します。 
 

倒立フロントフォークの場合： 
 
ボトムケースとダストシール下端とのフォーク長を測定します。 

 
以下の状態で測定してください： 

A(0G): フロントホイールを地面から浮かせます。フロントサスペンションに荷重
がかかってはいけません。  

B(1G/ﾊｲ): 平坦な場所に、ライダーが乗車しない状態でオートバイを両輪で立た
せます。フロントをハンドルなどで持ち上げた後、車輌の重みで沈むよ
うゆっくり下げ支持します。
下に押し下げないよう測定します。

C(1G/ﾛｰ ): Bの状態で、ブレーキをかけずにトップブリッジなどを押し下げ、自然に
ゆっくり浮きがらせます。
弾ませないように測定します。

 
＋

2
CB

A － ＝フロント静止サグ 

＝リア静止サグ 

 

(「車種専用マニュアル」の初期設定数値を参照してください。）

 
2. リアサスペンション： 
 

ひもを使ってスイングアーム（Ｌ）の長さを測定します。次に

（Ｌ）と同じ距離にある、スイングアームフロントボルトから測っ
たカウルの任意の位置にマスキングなどを貼り印を付けます。
リアアクスルから以下のポイントまでの距離を測定します

リアホイールを地面から浮かせます。リアサスペンション

に荷重がかかってはいけません。 
平坦な場所に、ライダーが乗車しない状態でオートバイ

を両輪で立たせます。リアを持ち上げた後、オートバイの

重みのみでゆっくり下げてください。押さないでください！ 
平坦な場所に、ライダーが乗車しない状態でオートバイ

を両輪で立たせます。リアを押し下げ、自然に押し上が

るのを待ちます。オートバイを弾ませないでください！ 

 2
CB

注意: カウルを傷つけないようなひもを使用してください。 
注意: 車種専用マニュアルには、プリロードと静止サグが記載されていますが、オートバイに装着されている装備

（チタンマフラー、トップケースなど）によって数値が変わるので、表記のプリロード値は、あくまで目安にしてくださ

い。また静止サグは、セッティングをスムーズに行う為の重要な数値です。  

5 

正立フォーク例

倒立フォーク例

A －

(「車種専用マニュアル」の初期設定数値を参照してください。）

A(0G):

B(1G/ﾊｲ):

C(1G/ﾛｰ ):

＋
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A

L

L



 

 

 
3. 静止サグは、フロント・リヤ共にプリロードアジャスターにて調整できます。

静止サグが少ない場合、スプリングプリロードを抜きます。
静止サグが多い場合、スプリングプリロードをかけます。
まず、同封の「車種専用マニュアル」にプリロードとサグ値を記載して
ありますので、そちらに従って設定してください。

注意:オートバイの状態（マフラー交換などのカスタム、トップケース装着
などの追加装備）によっては数値が異なります。
まず、基準として表記のサグ値になるよう調整してください。

注意：「車種専用マニュアル」に記載されている数値は、ハイパープロ社

のコンスタントライジングレートスプリングをご使用される際に最適な数値
となります。別仕様のスプリング及びフォークをご使用の際には、別でセットアップされる必要があります。

注意：「車種専用マニュアル」に記載されている数値は、ハイパープロ社のリアショックをご使用される際の最適
な数値となります。別仕様のリアショックをご使用の際には、別でセットアップされる必要があります。

4. 静止サグを定めた後、体重や走行条件・乗り方などに合わせます。

記載プリロード値は、70ｋｇの体重に初期設定されてます。
もし、それよりも軽い場合、プリロードを抜いてください。重い場合は、かけてください。

注意：2回転以上の変更はライディングに危険を及ぼす可能性がありますので、一度慎重に試乗した上で変更し
てください。

また、タンデムを多用する場合や、重い荷物を積む場合などの走行条件下では、乗車サグが増します。
この状況になる場合、快適に走行いただくため、プリロードを調整してください。
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かける 抜く



 
S 3: サスペンションダンピング調整

ジオメトリーの基本であるプリロード調整が終わりましたら、味付けのダンピング調整に移ります。

11. 　ダンピング（減衰）は、サスペンションの動作速度を調整するものです。スプリングの強さを調整するものではありま
　　　せん。サスペンションは、ダンピング設定を除くと、加えられた力と同じ時間分だけの距離を動き、反発します。ダ
　　　ンピング設定は、それにかかる時間をなめらかにするためのものです。

2. 　ＨＹＰＥＲＰＲＯ推奨の設定は、「車種専用マニュアル」に記載してあります。
　　（リバウンド(ＲＥＢ)＆コンプレッション(ＣＯＭＰ)を参照）
　　ＨＹＰＥＲＰＲＯ推奨設定は、通常走行時の平均的な設定です。それぞれの好みや、ライディングスタイルによって
　　調整してください。

3. 　サスペンション設定を正しく行うために、何かを変更した都度テスト走行をしてください。
　　テスト走行は、あなたの通常走行状態やスタイルを元に行ってください。
　　常に安全運転を行い、不必要なリスクを負わないようにしてください！サスペンション設定を変更すると、オートバイ
　　のフィーリングやハンドリングが違ってきます。そのような時は危険ですので、　交通量の多いところなどでは走行しない

でください。

4. 　現在の設定を確認して、書き留めておいてください。変更は、その効果を確認するために、１回につき１箇所だけ変
　　更してください。その際、アジャスターのクリック数又は、回転数を数えながら、最小値（時計回り）に回します。クリック
　　数又は回転数は、常に最小設定から逆（反時計回り）に数えていきます。オートバイが不安定になりますので、左右
　　のフォーク（と左右のショック）は同じ設定にしてください。
　　（例外の場合があります。サービスマニュアルを確認してください。）

5. 　ダンピング、特にリバウンドダンピングが大きいとオートバイは非常に硬く、しっかりした感じになり、整備された路面で
　　は、適度に路面をコントロール出来ているように感じます。しかし路面の悪いところでは、オートバイがゴツゴツし不快
　　に感じます。そして、タイヤが接地せず、跳ね上がってしまいます。 
　　逆にダンピングが小さいと、トラクションとコントロールの感じがつかみにくく、オートバイはあいまいな感じになります。
　　オートバイは非常に柔らかく段差を超えるときも落ち着いていますが、ふわふわとして不安定な感じになります。
　　ダンピング設定（戻り側と圧側）は、フォークやショックによっては、圧側ダンピングが大きくなれば、戻り側ダンピングも
　　増すといった様に、互いに多少作用しあっている場合があります。 

注意! 
※ダンピングの設定は、気温20度で設定しております。
　よって、下記条件の場合は各3～5クリック変更することをおすすめします。
　気温30度以上の時：長距離走行される際にはダンピングを強めてください。
　気温10度以下の時：ダンピングを弱めてください。

※　コンプレッション高速と低速のクリック差は、10クリック以上離れないようにしてください。

 

7

HYPERPRO  FRONT  FORK MANUAL 
 

 



 
6.6.　　　 リバウンド設定(伸び側の減衰調整）
　　　　段差を乗り越えた後や、ブレーキをリリースしたときなど、サスペンションが通常の乗車高に戻る間での時間を調整
　　　　するものです。スクリューを時計回りに回すことでよりダンピングが得られ（ゆっくり戻る）、反時計回りに回すことでダ
　　　　ンピングが少なく（早く戻る）なります。リバウンドダンピングは、テンションダンピング（"ｔｅｎ"）と呼ばれることもあります。

　　　　フロント：
　　　　リバウンドダンピングが強すぎると、フォークが圧縮したままになってしまいま
　　　　す。フォークが圧縮された後、オートバイは通常乗車高に戻るのに時間が
　　　　かかり、段差が連続で続くとフォークがだんだん縮んでいきます。するとフロ
　　　　ントが低く構えることになり、長い高速コーナーではオートバイがオーバース
　　　　テア（切れ込んでいく）気味になり低速コーナーではオートバイが遅く起きて
　　　　きます。加速時は、フロントホイールがトラクションを失うためフロントがばた
　　　　つきます。リバウンドダンピングが強すぎると、フロントが固まってゴツゴツした
　　　　感じになり、コントロール感も失われます。
　　　　リバウンドダンピングが弱すぎると、ブレーキをリリースしたときフォークが急
　　　　激に伸びてしまいます。コーナー侵入時にサスペンションが早く戻りすぎ、
　　　　高速コーナーではアンダーステアになり、低速コーナーでは切れ込んでいく
　　　　ようになります。フロントの接地感がはっきり感じられず、路面からのフィード
　　　　バックも少なくなります。

　　　　リア：
　　　　リバウンドダンピングが強すぎると、リアが圧縮したままになってしまいます。
　　　　オートバイのリアが下がったままになり、長いコーナーを抜けていくときはワ
　　　　イドなラインを通ってしまいます。そしてリアが固まって、ゴツゴツした感じに
　　　　なり、時折段差で跳ね上がる場合があります。この状態ではリアホイール
　　　　が正しく路面を捉えることが出来ず、リアタイヤのトラクションが悪くなります。
　　　　ハードなブレーキングをしたときに、リアホイールは地面をぎこちなく跳ねま
　　　　す。ただ路面接触は多少あるので、オートバイをまっすぐに保つことは簡単
　　　　です。 リバウンドダンピングが弱すぎると、コーナリング中や段差を超えると
　　　　きなどにオートバイが落ち着きません。そしてリアをコントロールしづらくなり
　　　　ます。オートバイがまるでホッピングの様に動いてしまいます。ハードブレー
　　　　キング中は、リアホイールのトラクションは少なくなり、地面を横滑りしている
　　　　感じになってしまいます。つまり、オートバイがフロントを中心に旋回したがっ
　　　　ている感じになります。ブレーキング中はオートバイをまっすぐに保つことが難しくなります。

 　　　　一般的なリバウンド設定： 
 　　　　コンプレッションアジャスター完全に開けて（反時計回りに最大設定になるまで）、サスペンションを最大
　　　　 に戻ってくるかを記録します。
 　　　　フロント：サスペンションがスムーズな動きで戻るように、リバウンドダンピングを増していきます。その時
　　　　 戻らない）程度に動き、一度だけ跳ねた後に、再度浮き上がって頭打ちし、静止サグの高さまで戻って
　　　　 す。
　　　　 リア：リアが１回のスムーズな動きで戻るようにリバウンドダンピングを増していきます。その時静止サグ
　　　　 く、できるだけ早く上がってくるように動くように設定します。リアを押すと、オートバイが上昇してきますが
     　  うにしてください。そして、手でオートバイを持ち上げたり、上昇するオートバイを手で押さえないようにし

　　　　　要点：
　　　　　減衰力調整を変更する場合には、ノブを一度完全に締めこんだ状態（時計回り）にし、そこから希望す
　　　　　ノブをクリックします。「車種専用マニュアル」に記載されているクリック数は締めこんだ状態から戻した
　　　　　調整のノブは必要以上に強く締めこまないでください。
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7. コンプレッション設定（圧側の減衰調整） コンプレッション設定（圧側の減衰調整） 

段差に当たったときやハードブレーキングをしたときにサスペンシ
ョンが押し込まれていく時間を調整するものです。スクリューを時
計回りに回すことでよりダンピングが得られ（ゆっくり押し込まれる
）、反時計回りに回すことでダンピングが少なく（早く押し込まれる
）なります。コンプレッションダンピングは、バンプダンピングと呼
ばれることもあります。

フロント：
コンプレッションダンピングが強すぎると、フォークの圧縮が遅くな
り、その結果高速コーナーではハンドリングが重くなります。コンプ
レッションダンピングが強いと、ハードブレーキング時に落ち着き
ますが、フロントが段差を超えるときは非常にゴツゴツした感じに
なり、時折跳ね上がってしまいます。フロントが震え、ほとんどの段
差がハンドルバーを通じて伝わってきます。

コンプレッションダンピングが弱すぎると、ブレーキング時のフォークの沈み込みが非常に早くなります。
ハードブレーキング時や段差を乗り越えるときに、オートバイをコントロールしている感じがつかめません。
オートバイは、コーナーリング時にオーバーステア（早く切り込む）になります。ハードブレーキング中も、
リアホイールのトラクションが失われます。

リア：
コンプレッションダンピングが強すぎると、リアが非常に固く感じられます。段差を乗り越えるとき、オートバイ
のリアが跳ね、段差のゴツゴツ感がフレームを通じて伝わってきます。コンプレッションダンピングが強すぎる
状態では、リアホイールはトラクションを失い、急加速時に横滑りを起こします。また、リアタイヤがオーバーヒ
ートします。

コンプレッションダンピングが弱すぎると、加速時にリアが非常に早く沈み込みます。オートバイがスクワットし
てアンダーステアになり、高速コーナーを抜ける際に急加速をするとオートバイがワイドなラインを通ってしま
います。時折リアが早く沈み込むことにより、フロントタイヤのトラクションロスを招き、ばたつきを起こしてしま
います。

一般的なコンプレッションの設定：
コンプレッションダンピングはできるだけ少なくしてください。サスペンションにかかる力のほとんどは、速度に
適したダンピングと共に、スプリングによって吸収されなければなりません。サスペンションが早く沈み込みす
ぎる場合は、コンプレッションダンピングを増やしてください。サスペンションの沈み込みが遅すぎてオートバ
イがゴツゴツとした感じになり、段差がフレームを通じて伝わってくる場合は、コンプレッションダンピングを少
なくしてください。

コンプレッションの高速と低速：コンプレッションの高速と低速：
サスペンションによっては、（通常コンプレッションダンピング 用のダンピングアジャスター
があります。高速、低速とは、オートバイの走行速度を示す ペンションの動作速度を示す
ものです。
高速用ダンピングは、例えば道路上の大きな段差に
当たったときなど、サスペンションの動きが速いときに
作動します。段差では、サスペンションはその衝撃を
吸収するために非常に素早く動く必要があります。
ゴツゴツした感じにならないよう、ダンピングはあまり
かけないでください。ホイールはトラクションを保つため
に常に路面を掴んでいる必要があります。
低速用ダンピングは、例えばブレーキング時のフロント
の沈み込みや加速時のリアの沈み込みなど、サスペ
ンションの動きが遅いときに作動します。
通常、高速用ダンピングよりも低速用ダンピングの方
がより必要になってきます。低速用調整は、高速用
調整に常に影響します。低速用ダンピングを増せ
ば、必然的に高速用ダンピングも増します。
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ダンピングのまとめダンピングのまとめ
段差の形や、段差を乗り越えるスピードは、タイヤが路面を掴むためのサスペンションの圧縮スピードに、一番大
きな影響を与えます。鋭角な段差は、同じ高さでも丸い段差に比べてより早い圧縮スピードを必要とします。

オートバイが段差を超えるときにゴツゴツしている場合、高速用コンプレッションダンピングを少なくします。オート
バイがブレーキング時に早く沈み込みすぎる場合、フロントのコンプレッションダンピングを増やします。リアが加速
時に早く沈み込みすぎる場合、リアの低速用コンプレッションダンピングを増やします。
リバウンド調整は、スプリングの力でオートバイは通常復元するので、（高速、低速なく）通常１つしかありません。
詳しくは、後述の「トラブルシューティングチャート」を参照してください。

要点：
減衰力調整を変更する場合には、ノブを一度完全に締めこんだ状態（時計回り）にし、そこから希望する減衰位置
までノブをクリックします。「セッティングシート」に記載されているクリック数は締めこんだ状態から戻したクリック数に
なります。　調整のノブは必要以上に強く締めこまないでください。
 
フロントとリアのバランスフロントとリアのバランス
フロントリアのバランスもまた必要となります。両輪でオートバイを立て、オートバイの中心（シート又はタンク）を押
して、どのように沈み込み、戻ってくるかに注目します。
フロントとリアは、ほぼ同じように沈み込み、戻ってくるようにしなければいけません。サスペンショントラベルもフロ
ント、リアともほぼ同じでなければいけません。
フロントサスペンションは少し早めに動いてもよいですが、コーナーリング中の不安定でふわふわしたハンドリング
の原因となりますので、フロントとリアの動き始める差は僅かになるようにしてください。

あなたのライディングスタイルに合うような最適な設定を探します。ダンピングを増やしたり、減らしたりすること
で、最適なハンドリングの挙動を見つけます。自分でセットアップシートに記入して、あなたにあった良いフィーリン
グのハンドリングを見つけていきましょう。
ダンピングの増減は、１回につき3～5クリックまでに留めてください。それ以上大きくすると、ダンピングの差が非常
に大きくなってしまいます。

レースやタンデム走行ではより強い力を吸収するために、通常の状態よりも更にダンピングが必要になります。
タンデム走行や積載時は、オートバイのリアにより荷重がかかるため、フォークよりもショックに影響が出ますので、
ショックのダンピングを通常より大きくします。ダンピングを3クリック程度増やしてください。
レースでは、リアと同様フロントも大きくする場合があります。

油面調整油面調整
ストローク感を変更したい場合、油面調整を行なうと有効です。
油面を変化させることによりストローク中間～後半が変化します。

油面を上げた場合：空気バネの作用が大きくなり、ストロークスピードを抑えられます
油面を下げた場合：空気バネの作用が小さくなり、ストロークスピードを上がります

注意：走行に影響する重要な部分です。左右の油面は同量にし、油面調整工具などにて5ｍｍ単位で調整して
ください。
必要に応じて専用オイル「品番：22000050　GP5オイル　ﾌﾛﾝﾄフォーク用1Ｌ」を別途ご購入ください。

高性能キャリパーに対応した初期設定値にしてありますが、ブレーキディスク・ブレーキパッド・マスターシリンダー
などさらに強化し不具合を感じた場合、調整を行なってください。（推奨値：5から10mm油面を上げる）

9. 

10. 

11. 
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メメンテナンス情報

オオーバーホールについて
作業は、日本国内で行っております。
機能維持・長期使用いただく為、定期的なオーバーホールをおすすめします。
オーバーホール：使用距離20000kmまたは2年後と（推奨）
 オイル交換・作動点検：10000kmごと(推奨）
ご購入店にご相談いただくか、フォークを車体から外していただき弊社まで送付ください。

11

1.

2.

通常メンテナンスは、水で薄めた中性洗剤で洗ってください。
特にインナーチューブ作動部分にゴミが付着したまま走行されるとロッドに傷がついてしまいますので
こまめに洗浄してください。
また、ブラシなどで擦ると傷の原因となりますので柔らかい布をご使用ください。

HYPERPRO  FRONT  FORK MANUAL 
 

 


	S 2: 静止サグ測定と調整



